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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 中林淳真 

今回は、中林淳真氏。以前、息子さんのインタビュー記事がありましたが、そこでは自分を「ギター弾きで

はない」ということで、他人の曲を弾かないという話がありました。このインタビュー時点で 85 歳です。 

◼ 音楽監督になるには、「まず、喜劇の音楽ができなくてはだめだと」早川師匠から言われ、がくっときた

思い出があります。映画音楽としては、「太陽の季節」でプレーヤーとして担当しました。雨のシーンで

は、リンゼイの「雨だれ」を使いました。日本映画音楽で、全編ギター1 本でやったのは初めてでした。 

◼ コンクールで優勝してスペインへ行きましたが、アルハンブラ宮殿の横にある丘の洞窟でロマと一緒に

生活してフラメンコにどっぷりつかっていました。 

◼ 全国を車で巡る「セレナーデコンサート」は今年で 32 年目になります。車も 8 台目です。 

◼ アルゼンチンには、100 歳のギタリストがいます。メキシコにも 88 歳のギタリストがいます。ただ、

さすがにちょっとぼけてきて、ギターを持たずにステージへ上がろうとしたり。でもいざ弾くと素晴ら

しい。ボケても演奏はボケないものかも。私も、あと 10 年は大丈夫かと思っています。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 ジェイソン・ティラー】  

アメリカ生まれの作曲家兼ギタリストです。奥様が日本人で、この時で、名古屋に住み始めて 11 年にな

るそうです。村上春樹の小説をオペラ化したいと考えられているそうです。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：フレーリー・ギター・デュオ】 

ハワイのギターデュオのご夫婦です。ただ、生まれはお二人とも韓国です。ハワイでは、有名ギタリストを

呼んでもコンサートでも人の入りは悪く、クラシックギターで生計を立てるのは大変そうです。 

 

【ミゲル・トラパガ スパニッシュ・ギター・マスターDVD発売 特別寄稿】 

ギターを立てて構えるポーズの創始者？トラパガの DVD 発売にちなんでのインタビュー記事です。 

◼ インタビューアー：ダダリオ弦の芯がありつつもあでやかなナイロンの音、重厚で粘りのあるオーガス

チンの低音弦のイメージを少しでも再現したいため、マスタリングは再度日本で行いました。 

◼ 「演奏」と「講座」を同時収録しました。言葉で説明するより演奏した方がいいと思いました。 
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【その他の注目すべき記事】 

◼ 「新連載 ジュリアン・ブリーム 若き日の物語：S.W バットン」魅力的な新連載が始まりましたが、

残りあと２号です。これについてもまた別の機会に概要を紹介する予定です。 

◼ 「デビュー40 周年を迎える 原 善伸 スペシャルインタビュー」が掲載されています 

◼ 「新マエストロ養成講座：長谷川郁夫」：第 24 回は、ジュリアーニの「アレグロ・ヴィバーチェ

OP147-10」です。 

◼ 「21 世紀のギター教本＃２：佐藤弘和」：今回は、これまで 1～36 のレッスンの総括です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、日本の歌「冬景色」です。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：今回は、これまでのまとめです。サンプ

ル曲は、「二人でお茶を」が掲載されています 

◼ 冒頭インタビューの伊藤福雄氏による「最短上達・脱力法講座」は、習慣づけることの話です。 

 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 


